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手指衛生と標準予防策
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教育通信

新年度が始まり、1ヶ月が経ちました。各部署の新採用のみなさんは

年間教育計画に沿った指導のもと、日々頑張っています。

新人看護師　年間教育計画 西3病棟

【到達目標】 １．所属部署の看護実践に必要な基本的な知識･技術を身につけ、指導をうけながら安全な看護実践ができる

２．病院の理念、看護部の理念を理解し、組織の一員としての自覚をもち、助言をうけて行動できる

３．自己の課題を指導によって見いだし、自主的な学習に取り組むことができる

４．専門職業人としての自覚を持ち、助言をうけて倫理原則に基づいた行動ができる
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・病棟日課、週間予定に

沿った援助を指導をうけ

ながら実施できる

・指導者に適宜報告し、

疑問を質問できる

・日勤以外の業務を理解

し、指導を受けながら実

施できる

・看護手順やマニュア

ルにそって、助言をう

けて日常生活援助が実

施できる

・報告、連絡、相談が

できる

・複数の患者をもち、

優先順位を考えて援助

できる

・3ヶ月を振り返り成

長と課題を明確にでき

る

・指導者とともに夜勤

を実施できる

・チームメンバーの自

覚を持ち、状況に応じ

て報告、連絡、相談が

できる

・判断理由を言語化で

きる

・受け持ち患者のカン

ファレンスを開催し助

言を受けることができ

る（受け持ちの状況に

合わせて）

・6ヶ月を振り返り成

長と課題を明確にでき

る

・問題解決モデル、ス

トレングスモデルを活

用し看護過程の展開が

できる

・プロセスレコードを

活用し、看護実践を振

り返ることができる

・9ヶ月を振り返り成

長と課題を明確にでき

る

・他職種と協働し受け

持ち患者の退院支援に

ついて考えることがで

きる

・チームメンバーの役

割と責任を自覚し責任

を果たすことができる

・1年の振り返りを行

い、自己の課題と次年

度の目標を立案するこ

とができる

○病棟の雰囲気に慣れる

○各部署の看護の特徴、

一日の日課、週間予定が

わかる

○日勤の業務がわかる⇒

できる

○受持患者は少人数、

重症度の低い患者から

徐々に（実地指導者と

一緒に実施⇒自力で）

○与薬ができる（後

半）

○早出、遅出業務がわ

かる⇒できる

頓服薬の与薬ができる

○日勤で定期薬与薬で

きる

○夜勤ができる

○急変時の対応が理解

できる

○入院の受け入れの流

れが分かる。

○実地指導者と6ヶ月

の振り返りができる

○入院の受け入れ

○受持患者をもつ

○看護計画の立案（実

施、評価、修正）

○看護サマリーの記載

（患者の状況に合わせ

て）

○実地指導者と9ヶ月

の振り返りができる

○実地指導者と12ヶ

月の振り返りができる
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・鍵の管理、危険物の

管理ができる

・精神保健福祉法と行

動制限が理解できる

・精神科で起きやすい

臨床倫理が理解できる

・精神科の治療環境が

理解できる

・認知症患者の対応が

できる（疾患、治療の

理解）

・統合失調症の対応が

できる（疾患、治療の

理解）

・抗精神病薬の作用、

副作用が理解できる

・指導のもと、身体拘

束・隔離の観察・ケ

ア、解除時のケアがで

きる

・隔離・拘束の意味に

ついて考えることがで

きる

・双極性障害の理解が

できる（疾患、治療の

理解）

・セルフケア理論を活

用し対象を捉え、看護

実践ができる

・その人にとっての

「安全」が何かを考え

ることができる

・治療的コミュニケー

ションが理解できる

（受容・共感・傾聴）

・受け持ち患者の人と

なり、いきにくさにつ

いて理解することがで

きる

・基本的な技法を意識

して行い、適切なコ

ミュニケーションが行

える

・ストレングスを活用

した関わりができる

・ストレングスを意識

した看護計画が立案で

きる（患者と協同した

計画）

・患者ｰ看護師関係の

構築ができる

・プロセスレコードで

自己の傾向が理解でき

る

・CVPPP（対人円環

モデル）を理解し実践

できる

・精神障がい者の地域

生活が理解できる

・退院にむけた関わり

ができる

・臨床で起きている倫

理について実地指導者

と考えることができる
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・病院や看護部の理

念、組織と機能につい

ての理解

・職業人としての自覚

・電子カルテ使用方法

が理解でる。

・看護記録の記載がで

きる

・院内の感染対策に

沿った行動ができる

・転倒、転落アセスメ

ント、対策が行える

・処方箋と照らし合わ

せ検薬ができる

・事故発生時の対応が

できる

・チーム医療の一員と

しての役割を理解する

・患者、家族へイン

フォームドコンセント

を受けることが
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・挨拶ができる

・指導されたことはメ

モをとることができる

・仕事の準備、片付け
を自ら進んで行える

・就業規則を遵守でき

る

・分からないことや心

配なことを相談できる

・指導に対して感謝の

言葉や返事をしている

・3ヶ月評価で、自己

の課題を明らかにし自

己の課題に対し目標が

設定できる
・自己の身体、精神的

管理が行え体調を維持

できる

・個人経験録に対して

自らやらしてほしいと

表明している

・設定した目標に向け

実地指導者と行動でき

る

・他者の意見を丁寧に

聞くことができる

・6ヶ月評価で、自己

の課題を明らかにし自

己の課題に対し目標が

設定できる

・9ヶ月評価で、自己

の課題を明らかにし自

己の課題に対し目標が

設定できる

・病棟の特徴と大切に

している看護の双方を

理解し、患者・家族へ

説明できる
・同僚が困っていると

きに、できることはな

いか声をかける

・他職種と意見が交換

できる

・分からないことは聞

いたり、本で調べたり

している

・患者、家族の苦情や
不満に対し真意を理解

しようとしている

・提出期限や指示され

た時間を守ることがで

きる

・次年度の課題と目標

が設定できる

3ヶ月評価 6ヶ月評価 9ヶ月評価 12ヶ月評価

・創傷の管理　①外傷　②止血法
・縫合
・膀胱留置カテーテル

＊習得時期の目標であり、機会があれば変更

・輸血
・輸液ポンプ
・中心静脈内注射
・死後処置
・事故発生時の対応

＊習得時期の目標であり、機会があれば変更
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・コミュニケーション
・環境調整
・日常生活援助の実施
・標準予防策・感染予防
・与薬の看護技術
・採血、筋肉注射
・フィジカルイグザミネーション
・筋肉注射
・採血
・検体の取り扱い

・フィジカルアセスメント
・創傷処置、褥瘡予防ケア
・血糖測定
・皮下注射
・点滴静脈内注射・静脈注射
・インスリン注射
・吸引
・酸素吸入
・経管栄養法

＊習得時期の目標であり、機会があれば変更

A病棟の新人看護師年間計画

５月７日 ケーススタディ研修 研修風景

5月後半の研修風景は6月号で紹介します。
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